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第31回とやま文学賞 授賞式
―選者の木崎さと子先生と川本皓嗣先生をお迎えして―

　
第
31
回
と
や
ま
文
学
賞
の
授
賞
式
を
３
月
27
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
、

富
山
県
民
会
館
3
0
4
号
室
に
て
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
文
学
賞
に
は
総
数
79
編
（
小
説
15
、
評
論
１
、
児
童
文
学
３
、

随
筆
３
、
詩
27
、
短
歌
６
、
俳
句
19
、
川
柳
５
）
の
応
募
が
あ
り
、

作
家
の
木
崎
さ
と
子
先
生
と
、
東
大
名
誉
教
授
の
川
本
皓
嗣
先
生
に

よ
る
選
考
の
結
果
、
上
記
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
選
者
の
両
先
生
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
た
式
で
は
小
泉
博
芸
文
協

会
長
よ
り
文
学
賞
受
賞
者
に
、
賞
状
と
、
正
賞
と
し
て
善
本
秀
作
氏

作
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
歓
喜
」
と
副
賞
総
額
十
万
円
を
、
ま
た
佳
作
の
方

に
は
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
身
の
闘
病
生
活
を
描
い
た
短
歌
で
文
学
賞
を
受
賞
し
た
山
口
さ

ん
は
、
受
賞
者
代
表
挨
拶
の
中
で
、
創
作
意
欲
の
源
と
な
っ
て
い
る

表
現
へ
の
思
い
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　
来
賓
に
石
井
隆
一
富
山
県
知
事
代
理
の
林
俊
信
富
山
県
生
活
環
境

文
化
部
部
長
、
中
沖
豊
芸
文
協
最
高
顧
問
、
沖
谷
昇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
富
山
放

送
局
長
を
お
迎
え
し
、
多
数
の
文
学
関
係
者
、
愛
好
者
の
列
席
も
得

て
、
式
は
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
会
館
８
階
の
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
木
崎
先
生
、
川
本
先
生

と
受
賞
者
を
囲
ん
で
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
吉
田
泉
編
集
委
員
長

の
進
行
の
も
と
、
と
や
ま
文
学
編
集
委
員
や
執
筆
者
等
を
交
え
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
木
崎
先
生
は
、
ご
自
身
の
創
作
や
受
賞
に
ま
つ
わ
る
貴

重
な
経
験
を
お
話
し
さ
れ
、
受
賞
者
や
文
芸
愛
好
者
に
温
か
な
ア
ド

バ
イ
ス
や
激
励
を
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
川
本
先
生
か
ら
は
受
賞

作
や
文
芸
一
般
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
的
確
で
深
い
学
識
に

基
づ
く
ご
意
見
を
頂
き
、
両
先
生
の
貴
重
な
お
話
に
参
加
者
は
熱
心

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
佳
作
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 

上
田
　
蝉
丸
（
小
説
）　『
黒
い
鳥 

―
わ
が
半
世
紀
―
』 

 

恵
那
　
慎
也
（
小
説
）　『
春
枝
と
僕
』

 

細
川
喜
久
惠
（
短
歌
）　『
氷
河
』

 

石
灰
　
潤
子
（
俳
句
）　『
淋
し
い
春
』

 

岡
野
　
　
満
（
川
柳
）　『
雨
宿
り
』

髙橋　優子さん（ 詩 ）『光
ひかり

の棺
ひつぎ

』
山口　桂子さん（短歌）『肺葉の空』

文学賞

※
４
面
に
合
評
会
の
案
内
な
ど
関
連
事
項
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

選者お二方を囲んでの懇談会
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平
成
25
年
３
月
３
日
㈰
午
後
２
時
よ

り
、
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
に
於
い

て
、
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
２
の

掉
尾
を
飾
る
、
大
正
琴
公
演
「
彩
華
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
木
口
文
代
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も

と
、
富
山
県
大
正
琴
連
盟
加
盟
４
流
派

の
皆
さ
ん
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
に
加

え
、
今
回
は
、
洋
楽
や
声
楽
、
箏
、
洋

舞
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
演

奏
も
披
露
し
、
華
や
か
な
舞
台
を
展
開

し
ま
し
た
。
ま
た
、
曲
間
に
は
、
劇
団

文
芸
座
の
俳
優
に
よ
る
軽
妙
な
〝
ト
ー

ク
〞
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
会
場
を
埋
め
た
観
客
ら
は
、
大
正
琴

の
懐
か
し
い
音
色
や
他
分
野
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
多
彩
な
ス
テ
ー

ジ
で
、
大
正
琴
の
新
た
な
魅
力
を
堪
能

し
ま
し
た
。

出
演
：

【
大
正
琴
】
大
正
琴
ミ
ズ
キ
、
琴
修
会

蜃
気
楼
、
琴
生
流
菊
八
重

会
富
山
、
琴
城
流
霜
月
会

【
ト
ー
ク
】
劇
団
文
芸
座

（
谷
井
美
夫
、
平
田
義
人
）

【
洋
　
楽
】
と
や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

【
洋
　
舞
】
和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

（
代
表
：
和
田
朝
子
）

【
声
　
楽
】
横
内
桂
子
、
渡
辺
洋
輔

【
　
箏
　
】
黒
川
真
理

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
２
　
木
口
文
代
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

大
正
琴
公
演
「
彩
華
」
〜
大
正
琴
誕
生
１
０
０
周
年
記
念
〜

訃
　
報

芸
文
協
元
理
事
の
横
田
茂
様

が
１
月
12
日
に
、
ま
た
長
き
に

亘
っ
て
映
画
に
情
熱
を
注
が
れ
、

日
本
に
世
界
の
名
画
を
広
め
ら

れ
た
高
野
悦
子
様
が
２
月
９
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
16
日
、
県
文
化

振
興
財
団
理
事
長
で
前
教
育
長

の
東
野
宗
朗
様
が
、
３
月
５
日

に
は
、
県
内
近
現
代
史
研
究
の

第
一
人
者
で
、
射
水
市
絵
本
文

化
振
興
財
団
理
事
長
の
髙
井
進

様
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
富
山
県
の
芸
術
文
化
の

振
興
と
発
展
や
芸
文
協
の
事
業

に
対
し
て
多
大
な
ご
貢
献
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門
】

　（
小
澤
眞
琴
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
２
月
10
日
㈰
〜
11
日
㈪
・
㈷
、

　
２
月
16
日
㈯
〜
17
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
山
上
純
司
先
生
（
指
揮
）

　
県
内
３
団
体
が
参
加
し
、「
交
響
曲

第
９
番
」「
レ
オ
ノ
ー
レ
序
曲
第
３
番
」

（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
）
な
ど
の
演

奏
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
上
先
生

の
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
に
、
受
講
者
ら

は
集
中
し
て
取
り
組
み
、
レ
ベ
ル
の
向

上
を
目
指
し
ま
し
た
。

【
吹
奏
楽
部
門
】

　（
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
３
月
２
日
㈯
〜
３
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、

　
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

　
講
師
＝
池
田
幸
広
先
生

　
　
　
　（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
／

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ュ
ー
バ
奏
者
）

　
池
田
先
生
に
は
、県
内
の
小
中
高
生
や

大
学
の
吹
奏
楽
部
員
、
一
般
の
吹
奏
楽

団
員
を
対
象
に
、
チ
ュ
ー
バ
の
基
本
奏

法
や
練
習
法
を
受
講
者
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
、
丁
寧
に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
吹
奏
楽
）

平
成
24
年
度

「宵待草」

木口文代プロデューサー

和田朝子氏

フィナーレ

(オーケストラ部門) 山上純司先生(吹奏楽部門) 池田幸広先生
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2
月
24
日
㈰
に
は
、
吹
奏
楽
と
洋
舞

の
公
演
を
小
矢
部
市
立
正
得
公
民
館
に

て
行
い
ま
し
た
。
吹
奏
楽
の
エ
ロ
イ

カ
・
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
」、「
川
の
流

れ
の
よ
う
に
」
な
ど
、
親
し
み
深
い
曲

を
演
奏
し
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
世
代
が
楽
し
め
る
公
演
と
な
り

ま
し
た
。
可
西
舞
踊
研
究
所
に
よ
る
洋

舞
公
演
で
は
、
子
供
た
ち
の
元
気
あ
ふ

れ
る
「
マ
ル
・
マ
ル
・
モ
リ
・
モ
リ
！
」

や
「
富
山
に
伝
わ
る
三
つ
の
民
謡
　―

お
わ
ら
・
こ
き
り
こ
・
む
ぎ
や 

―
」

の
情
緒
豊
か
な
舞
い
な
ど
、
多
彩
な
６

演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
３
月
17
日
㈰
、
平
成
24
年

度
芸
術
鑑
賞 

日
本
舞
踊
公
演
「
伝
統

と
革
新
」
を
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
演
は
、
弧こ

の
会か
い

の
男
性
舞
踊
家
11

名
と
、
県
日
本
舞
踊
協
会
の
精
鋭
７

名
。

　
弧
の
会
は
若
手
男
性
舞
踊
家
が
流
派

の
枠
を
超
え
て
結
成
し
た
日
本
舞
踊
家

集
団
で
、「
素
踊
り
・
群
舞
」
を
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
に
新
作
舞
踊
を
次
々
に
発

表
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
舞
台

で
日
本
舞
踊
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　
第
１
部
は
弧
の
会
の
「
は
じ
め
式
」

で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
こ
の
演
目
は

「
翁お
き
な

」「
千せ
ん

歳ざ
い

」「
三さ
ん

番ば

叟そ
う

」
で
構
成
さ

れ
、
格
式
高
い
重
厚
な
舞
で
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
上
演
さ
れ
た
県
日
本
舞
踊
協

会
に
よ
る
「
義
太
夫 

花は
な

競く
ら
べ四し

季き
の

寿こ
と
ぶ
き」

は
、〈
春
〉「
万ま
ん

歳ざ
い

」、
夏「
海あ

士ま

」、
秋「
関せ
き

寺で
ら

小こ

町ま
ち

」、
冬
「
鷺さ
ぎ

娘む
す
め」
か
ら
な
る
優

艶
な
日
本
舞
踊
の
名
曲
で
す
。
四
季

折
々
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
舞
で
、
観
客
は

日
本
舞
踊
の
「
伝
統
的
」
な
魅
力
を
心

ゆ
く
ま
で
堪
能
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
最
初
の
演
目
は
、
お
伽
噺

の
「
か
ち
か
ち
山
」
を
題
材
に
し
た
弧

の
会
の
作
品
「
長
唄 

狸た
ぬ
き屋や

島し
ま

」。
大
海

原
で
の
兎
と
狸
の
掛
け
合
い
を
、
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
遊
び
心
を
交
え
、
力
強
く
勇

壮
に
描
き
出
し
ま
し
た
。

　
ト
ー
ク
タ
イ
ム
で
は
、
弧
の
会
か

ら
、
市
山
松
扇
代
表
、
猿
若
清
三
郎
さ

ん
、
西
川
大
樹
さ
ん
、
県
日
本
舞
踊
協

会
か
ら
藤
間
勘
寿
弥
理
事
長
、
藤
間
紋

之
助
さ
ん
、
藤
間
松
山
さ
ん
に
よ
る
日

本
舞
踊
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
が
楽
し
く

和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
公
演
の
悼
尾
を
飾
っ
た
の
は
弧
の
会

の
「
御お
ん
柱ば
し
祭ら

」。
こ
の
作
品
は
、
長
野

県
諏
訪
市
の
奇
祭
を
弧
の
会
が
舞
踊
化

し
た
も
の
で
、
文
化
庁
芸
術
祭
賞
優
秀

賞
の
受
賞
を
始
め
各
界
で
高
い
評
価
を

受
け
、
弧
の
会
の
代
表
作
と
し
て
再
演

を
重
ね
て
い
ま
す
。
神
秘
的
で
荘
厳
な

冒
頭
か
ら
、
気
迫
に
満
ち
た
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
へ
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
展
開
す

る
舞
台
に
、
客
席
か
ら
は
随
所
で
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
、
会
場
は
熱
気
で
満
た

さ
れ
ま
し
た
。

　
出
演
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

弧こ

の
会か
い

　
　
　
泉
　
　
徳
保
　
　
市
山
　
松
扇

　
　
　
猿
若
清
三
郎
　
　
西
川
扇
衛
仁

　
　
　
西
川
　
大
樹
　
　
花
柳
　
榮
輔

　
　
　
藤
間
　
勘
護
　
　
藤
間
　
章
吾

　
　
　
藤
間
　
仁
凰
　
　
若
柳
吉
優
人

　
　
　
若
柳
里
次
朗

富
山
県
日
本
舞
踊
協
会
（
出
演
順
）

〈
春
〉
万
　
歳
：
西
川
　
扇
博

　
　
　
　
　
　
　
藤
間
勘
登
栄

〈
夏
〉
海
　
士
：（
海
女
）藤
間
紋
之
助

　
　
　
　
　
　
　（
漁
師
）藤
間
藤
紗
枝

〈
秋
〉
関
寺
小
町
：
藤
間
　
松
山

〈
冬
〉
鷺
　
娘
：
藤
間
寿
栄
仙

　
　
　
　
　
　
　
藤
間
香
寿
富

　
2
月
に
「
平
成
24
年
度
県
民
ふ
れ
あ

い
公
演
」
の
う
ち
の
最
後
の
2
公
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
月
9
日
㈯
は
、
高
岡
市
立
能
町
公

民
館
に
於
い
て
、
邦
楽
と
洋
舞
の
公
演

を
行
い
ま
し
た
。
邦
楽
サ
ー
ク
ル
「
か

た
か
ご
」の
公
演
で
は
、「
六
段
の
調
」や

春
を
感
じ
さ
せ
る
「
さ
く
ら
変
奏
曲
」

で
優
美
な
箏
の
音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

続
い
て
の
洋
舞
公
演
は
、
谷
井
よ
う
子

舞
踊
研
究
所
が
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う

た
ん
島
」
や
「
P
a
s
s
i
o
n
」
な

ど
計
６
演
目
で
愛
ら
し
い
舞
台
を
展
開

し
、
和
や
か
な
公
演
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度

　県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

平
成
24
年
度

　〈
芸
術
鑑
賞
〉
日
本
舞
踊
公
演

「
伝
統
と
革
新
」
　弧
の
会
＆
富
山
県
日
本
舞
踊
協
会

2月24日　小矢部市立正得公民館

2月9日　高岡市立能町公民館

県日本舞踊協会「義太夫 花競四季寿」より〈春〉万歳

弧の会「御柱祭」

▼〈冬〉鷺娘
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第
33
回
富
山
県
写
真
連
盟
展

　
２
月
22
日
㈮
〜
２
月
24
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
、Ｂ

日
本
新
工
芸
富
山
会
展

　
２
月
27
日
㈬
〜
３
月
５
日
㈫

　
大
和
富
山
店
５
階
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

学
校
法
人
富
山
音
楽
院
　

第
63
回
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

　
３
月
９
日
㈯
〜
３
月
10
日
㈰

　
富
山
国
際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

バ
レ
エ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
　
イ
ン
　
新
川

　
３
月
10
日
㈰

　
新
川
文
化
ホ
ー
ル
（
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

ホ
ー
ル
）
大
ホ
ー
ル

第
27
回
富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
３
月
10
日
㈰

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

平
成
24
年
度（
公
財
）日
本
民
謡
協
会

「
民
謡
民
舞
富
山
県
連
合
大
会
」

「
民
謡
民
舞
少
年
少
女
大
会
」

　
３
月
17
日
㈰

　
砺
波
市
文
化
会
館

「
伊
藤
慶
二
＋
鯉
江
良
二
」
展

　
３
月
23
日
㈯
〜
６
月
16
日
㈰

　
樂
翠
亭
美
術
館

春
の
彩
展

　
３
月
27
日
㈬
〜
４
月
29
日
㈷

　
頤
香
林

草
月
三
創
会
展

　
３
月
30
日
㈯
〜
３
月
31
日
㈰

　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

フ
ォ
ト
グ
ル
ー
プ
「
華
」

10
周
年
作
品
展

　
４
月
６
日
㈯
〜
４
月
14
日
㈰

　
滑
川
市
立
博
物
館
３
階
企
画
展
示
室

平
成
25
年
度
「
春
の
北
國
宝
生
能
」

　
４
月
７
日
㈰

　
石
川
県
立
能
楽
堂

第
４
回
社
団
法
人

日
本
美
術
家
連
盟
北
陸
地
区
会
員
展

（
富
山
・
石
川
・
福
井
）

　
４
月
12
日
㈮
〜
４
月
15
日
㈪

　
富
山
県
民
会
館
美
術
館

第
55
回
清
渓
社
　
現
代
書
展

　
４
月
12
日
㈮
〜
４
月
14
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館
　
地
下
展
示
室

第
７
回
高
岡
講
談
会
　

神
田
愛
山
と
地
元
出
身
ア
マ
弟
子
の
会

　
４
月
14
日
㈰

　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
38
回
　
亜
細
亜
美
術
　
富
山
展

　
４
月
18
日
㈭
〜
４
月
21
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館
美
術
館
Ａ
、Ｂ
、

Ｃ
、Ｄ
室

第
62
回
富
山
県
書
道
連
盟
展

　
４
月
19
日
㈮
〜
４
月
21
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館
　
地
下
展
示
室

女
声
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
あ
い
」

第
13
回
定
期
演
奏
会（
結
成
35
周
年
）

　
４
月
20
日
㈯

　
新
川
文
化
ホ
ー
ル
　
小
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
46
回
定
期
演
奏
会

　
４
月
26
日
㈮

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

古
儀
茶
道
藪
内
流
竹
風
会
富
山
支
部

結
成
50
周
年
記
念
事
業

　
５
月
11
日
㈯

　
物
故
者
追
悼
法
要
・
献
茶
式

　
西
本
願
寺
富
山
別
院
本
堂

　
記
念
式
典
・
祝
賀
会

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
（
旧

名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル
）

　
５
月
12
日
㈰

　
記
念
茶
会

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学
　

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
実
習
公
開
授
業

第
１
日
、
第
２
日

　
５
月
18
日
㈯
〜
５
月
19
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
・

リ
ハ
ー
サ
ル
室

第
38
回
武
蔵
野
音
楽
大
学
同
窓
会

富
山
県
支
部
　
研
究
演
奏
会

　
５
月
19
日
㈰

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
21
回
ミ
レ
ー
友
好
協
会
北
陸
展

（
全
国
一
般
公
募
）

　
５
月
23
日
㈭
〜
５
月
26
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館
美
術
館

渋
谷
優
花
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

　
５
月
31
日
㈮

　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

富
山
大
学
医
科
薬
科
管
弦
楽
団
　

第
36
回
定
期
演
奏
会

　
６
月
１
日
㈯

　
ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
　

ラ
ポ
ー
ル

民
友
会
30
周
年
記
念
民
踊
ま
つ
り

　
６
月
２
日
㈰

　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

　
大
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

　
６
月
15
日
㈯

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

第
35
回
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

　
６
月
15
日
㈯

　
富
山
県
民
会
館

第
40
回
記
念
富
山
独
立
書
展

　
６
月
20
日
㈭
〜
６
月
23
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館
美
術
館

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

山
岸
桐
吾
　
第
６
回

ヴ
ォ
ー
カ
ル
ラ
イ
ブ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

　
６
月
23
日
㈰

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
雫
２
０
１
３
　

富
山
の
若
き
演
奏
家
た
ち
に
よ
る

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

　
７
月
７
日
㈰
〜
３
月
８
日
㈯

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

富
山
県
新
人
演
奏
会
・
富
山
県
青
少

年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
30
回
記
念

第
20
回
〜
第
29
回
北
日
本
新
聞
奨
励

賞
受
賞
者
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ

イ
タ
ル

　
７
月
13
日
㈯
、
27
日
㈯
、

　
８
月
17
日
㈯

　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

『
舞
踊
作
品
／
富
山
』

〜
考
え
な
い
で
感
じ
て
ほ
し
い
〜

　
７
月
28
日
㈰

　
高
周
波
文
化
ホ
ー
ル

　（
射
水
市
新
湊
中
央
文
化
会
館
）

滑
川
市
制
60
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
８
月
11
日
㈰

　
新
川
文
化
ホ
ー
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ハ
ロ
ー
・
ド
ー
リ
ー
！
」

　
富
山
公
演

　
８
月
16
日
㈮
〜
18
日
㈰

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

　
東
京
公
演

　
８
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰

　
東
京
芸
術
劇
場

２
０
１
３
高
岡
万
葉
ま
つ
り

「
第
33
回
全
国
万
葉
短
歌
大
会
」

　
10
月
４
日
㈮

　
高
岡
市
万
葉
歴
史
館

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

　
10
月
６
日
㈰

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学
　

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

協
奏
曲
の
夕
べ

　
10
月
18
日
㈮

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
47
回
定
期
演
奏
会

　
11
月
16
日
㈯

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

さ
く
ら
コ
ー
ラ
ス
25
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
11
月
30
日
㈯

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々

（
平
成
25
年
３
月
以
降
受
賞
順
・
敬
称
略
・
記
名
順
不
同
）

第
43
回
富
山
新
聞
芸
能
賞

　
　
　
　
　
　
　
　上
岸

　泰
子

第
49
回
創
玄
書
道
展

　都
知
事
賞

　
　
　
　
　
　
　
　経
澤

　菁
汀

「
と
や
ま
文
学
」
第
31
号
（
特
集
・

富
山
の
同
人
誌
Ⅰ
―
小
説
を
中
心

に
）
は
芸
文
協
事
務
局
他
に
て
定
価

一
、〇
〇
〇
円（
税
込
）で
販
売
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
芸
文
協
会
員
は
事

務
局
で
お
求
め
頂
い
た
場
合
、
最
新

号
一
冊
目
の
み
八
〇
〇
円
で
購
入
頂

け
ま
す
。
郵
送
で
も
販
売
（
送
料
別

途
）
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日
時
　
６
月
16
日
㈰
午
後
２
時
よ
り

場
所
　
富
山
県
教
育
文
化
会
館

　
　
　
４
０
３
号
室

「
と
や
ま
文
学
」第
31
号
合
評
会

● 

ご
寄
付 

●

可
西

　晴
香
氏

　
　30
万
円

木
口

　文
代
氏

　
　20
万
円

　
可
西
晴
香
氏
、
木
口
文
代
氏

か
ら
、
芸
文
協
事
業
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ご
寄

付
頂
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
、
皆

様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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